


吉平酒店よもやま話 
 毎月のことながらなかなか余裕を持って吉平酒店だよりを書くことが出来ず、もう 8 月が終わ

る…9 月は始まった！と思いながら忙しなく日々が過ぎています。8 月はお盆の日程が良かったの

もあるのか、年に 2 回のセール開催月だったからなのか、吉平酒店ならびに馳走よしひらへ沢山の

ご来店をいただき誠にありがとうございました。ブドウのシーズンが到来し益々ワインが身近にな

る季節です。引き続きご来店お待ちしております。 
 
さて、8 月 16 日に開催した「食堂よしひら」にご参加いただいた皆様、誠にありがとうござい

ました。今回は当店のお客様に蕎麦を打っていただいて、鮎の魚醤のかえしで作ったスダチ蕎麦を

〆で提供させていただきました。お蕎麦は香り高く美味しかったのですが蕎麦を打った当人として

はまだ伸びしろがあるそうで、それを聞いた時に蕎麦打ちは手を出さないでおこうと思いました

(笑)。話は戻りますが、その時にお出ししたワインが印象深かったのでご紹介させていただきます。 
 
 

★ヴェルジェーナ マルベック 2016 / ロゴノーヴォ 販売価格3,520円(税込) 
 生産者のロゴノーヴォは、イタリア・トスカーナ州で 2008 年をファースト

ヴィンテージの比較的新しいワイナリーで、ブルネッロ ディ モンタルチーノ

で有名なモンタルチーノの南側の西向き斜面に畑を所有しています。イタリア

最高のエノロゴの一人ロベルト チプレッソ氏を招きスタートですのでてっき

りサンジョヴェーゼを中心としたワインを生産するのかと思いきや、畑の土壌

構成に合わせて、メルロー、プティヴェルド、シラー、サグランティーノ、マ

ルベック、勿論サンジョヴェーゼなどワイン法に囚われず様々なブドウ品種か

らワインを生産しています。 
 
 
 今回のマルベックはフランス・ボルドーやアルゼンチン・メンドーサが有名なブドウ品種で、こ

の苗木もアルゼンチンの苗木だそうです。裏エチケットに TOSCANA(トスカーナ)と大きく書かれ

ているのでマルベック？と思われるかもしれませんが、トスカーナ州はスーパータスカンと言われ

るボルドー系ブドウ品種から造られたワインが注目を集めるなど、土着品種以外にも寛容な土地柄

です。また、醸造家のロベルト チプレッソ氏は、アルゼンチンのワイナリーをコンサルティング

するなどマルベックの扱いにも長けています。 
 
 2016 年と 9 年熟成していますので、落ち着いた雰囲気の外観で熟成の

期待感も窺えます。豊かな果実味に丸みのある雰囲気がありスパイスな

どのニュアンスからも熟成感を感じますが、タンニンにはまだしっかり

とした力強さが残っています。マルベックなどあまり馴染みのないブド

ウ品種ですと手を出しづらいと言われがちですが、長野県で身近なブド

ウ品種メルローの豊かで丸みのある果実味に余韻にタンニンの力強さが

加わったイメージの赤ワインです。その為、合わせる料理もハンバーグや

ラザニアなどメルローに合う料理との組み合わせがお勧めです。熟成ワ

インだけあって本数は限られていますが、是非お試しくださいませ。 




